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開催概要

│主 催│

アジレント・テクノロジー（株）

│日 程│

2025 年 10 月 29 日（水）

│時 間│ 

14:45 配信開始

15:00 セミナー開始

│参加費│  無料

│開催方法│  ウエビナー

│定 員│  300 名

│申込方法│

本セミナーページから

お申込みください。

お問合せ先：

アジレント・テクノロジー(株）

セミナー事務局

0120-477-111

lsca_seminar@agilent.com

紫外可視分光光度計 UV-Vis をご使用中の方をはじめ、これからご使用される方、
導入をご検討中の方やご興味をお持ちの方は必見！

紫外可視分光光度計による固体試料測定の基礎をご紹介するウエビナーを開催
いたします。
紫外可視分光光度計による固体試料の分析は、コーティング、ガラス、ミラー
などの光学材料を対象に、様々な測定が行われています。これらの固体試料の
分析において、より良い測定結果を得るためのポイントをご紹介します。
皆様のご参加をお待ちしております。

糖鎖分析ワークショップ
2020

▲ お申込みはこちら ▲

参加対象
固体試料測定を紫外可視分光光度計 UV-Vis で
• ご使用中の方
• これから使用される方
• 導入をご検討中の方
• ご興味をお持ちの方

プログラム

時間 タイトル

15:00-15:05 はじめに

15:05-15:50 紫外可視分光光度計の基礎

アジレント・テクノロジー株式会社 金岡 智

紫外可視分光光度計による固体試料の測定は、幅広い分野で
様々な測定が行われています。
固体試料の測定を行うにあたり、測定目的に応じた手法の選
択や測定条件を設定することは、より良い結果を得るための
重要なポイントとなります。
ここでは、測定手法の選択や測定条件の設定など、紫外可視
分光光度計による固体測定についての基礎をご紹介します。

15:50-16:00 Q＆A

アジレント・テクノロジー株式会社
DE-008694
〒192-8510 東京都八王子市高倉町 9-1
www.agi lent.com/chem/jp

https://aglt.co/OWqP

https://aglt.co/OWqP
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